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「そうで もない よ。 そうして お前が、 第 八 回目の 手紙 

、-. や お う 

を 書く ようになった ときには、 お前 は 否応なしに、 ピ 

ボスコ ラ 族に 出会った 話 を 書かなければ ならない だろ 

う。 それまで わし は、 ピ ボスコ ラ族 のこと も、 又 それ 

と 同じ 生活 様態になる われわれ 人類の ことにつ いても、 

しゃべ 

喋 らな い Y J とに する」 

とぎばなし 

「まるでお 伽噺 に 出て くる 人間の 姿 をした 神様の 

台辞み たいです ね。 そんな まどろ こしい こと をい わな 

いで、 早く 教えて ください、 一体 われわれが 遠き 未来 

において、 どんな 生活 をす るか を …… 」 

「云わない といった が 最後、 この 金 博士 は 絶対に 云わ 



第二 回目の 日記 は、 それから 十 年た つた 十 X 年 八月 

八日に 於け る 私の 日記であった。 これ は 第 一回分の も 

のと は 違って、 大分 日記 風に なって きた。 以下、 これ 

を 再録して おく。 

十 X 年 八月 八日 晴れ 

小便に 起きた ついでに、 明り 取りの 窓から 暁の空 を 

透かして みると、 憎らしい ほど 霽れ 渡った 悪天候で あ 

る。 

に っぽん くうぐん 

これで は 今日 も、 日本 空軍の はげしい 爆撃が ある だ 

ろうと 思って 憂鬱に なった とたんに、 ぷ ー つと いう 



金 博士へ 送る 第三 回目の 日記。 

前の 日記から、 また 十 年た つたので ある。 

二十 X 年 八月 八日 晴れ 

ラジオ は、 今朝 は 空が 晴れて いると アナウンスした。 

十 年 前の ころ は、 夜が 明けて、 空が 晴れて いると、 空 

襲が あると いう 予想から、 晴天 を 恨んだ ものである。 

この頃 は、 晴れて いようが、 曇って いようが、 どっち 

でも 大した 差齊 はない。 どんな 日で も、 飛行機 はとん 

で 来て、 正確に 爆撃 をして いくの だから。 

ちぐ 

しかし この頃の ように、 われわれ 巿民 は、 地下へ 潜つ 

たきり で、 一ヶ月に 一 度 も、 地上へ 出て 空 を 仰ぐ 機会 



が 使って いる 爆弾 は 液体 爆弾なん だ」 

「液体 爆弾？ そんな もの は 初めて 聞いた が、 それ は 

一 体 どんな もの かね」 

「つまり、 アメリカが 深い 地下街 爆撃 用に と 新たに 

作った 爆弾で、 A 種 弾と B 種 弾と 二つに 分れて いるん 

だ。 まず 初めに A 種 弾 を どんどん 墜 とすの さ。 すると 

爆弾 は 土中で 爆発す ると、 中から A 液が 出て 来て、 そ 

どじょう すきま 

れが地 隙 や 土壌の 隙間 や 通路な ど を 通って、 どんどん 

地中 深く 浸透して くるの さ。 ちょうど 砂地に 大雨が 降 

ると、 たちまち 水が 地中 深く 滲み こんでい くような も 

のさ」 



「なるほど。 そして、 その A 液 は 滲み込む と、 爆発す 

るの かね」 

しばら 

「いいや、 A 液 だけで は、 爆発 はしない の だ。 暫く 時 

ちょうど ころあい 

間を置いて、 丁度 A 液が うまく 浸み こんだ 頃 合 を 見 は 

からって、 こんど は B 液の 入った B 種 弾が 投下され る 

の だ。 この B 液 も、 さっきの A 液と 同様に、 地下 深く 

浸み こんでい くが、 どこかで 先に 滲み こんでいる A 液 

と 出会う と、 そこでた ちまち、 猛烈な 化学反応が 起つ 

て大 爆裂 を するとい うわけ だ。 おそろしい 発明 だよ、 

液体 爆弾と いう やつ は」 

「ふ— ん、 考えた もんだ ね。 すると、 われわれ も 今 ま 



でのよう に、 地下 百メ — トルのと ころに あるから と 

い つ て 安心して いられな いわけ だな」 

「そうだよ。 おお、 君の 今い る 地区へ も、 既に A 液 弾 

が 落ちて、 今 ずんずん 地底へ 向けて 滲み こんでい ると 

いう 報告が 来て いる。 この 上、 B 液 弾が 落ちれば、 た 

いへんな ことになるよ。 大いに 注意し なければ いけな 

い」 

「大いに 注意し ろと いって、 どうす るの かね」 

えき 

「それ はね、 水 はけ ではない 液 はけ をよ くす る こ 

とい げすいかん 

とだ。 上から 滲み こんで 来た 液 は、 樋と か 下水管の よ 

うな ものに 受けて、 どんどん 流して しまう こと だ。 し 



かし A 液と B 液と を 一緒に 流して は、 さっき 云った と 

ろかき す 

おりに 爆発が 起る から、 その 前に、 濾過器 を 据えつ け 

て、 A 液と B 液と を濾し 分け、 別々 の，， 排流 管に 流し こ 

まなければ いけない」 

きゅうば 

「それ はずい ぶん 面倒な こと だね。 急場の 間に合わな 

いや」 

いのち かかわ 

「でも、 それ を やって 置かない と、 君た ちの 生命に 係 

る」 

「生命に 係る の は 分って いるが、 もう A 液 は 天井の あ 

たりまで 滲み こんでい るのに、 樋 工事 を 始めたり、 濾 

過 器 を 取 寄せたり する わけに い かんじゃ ないか」 



4 



それから また 十 年た つた。 

今日は 八月 八日で ある。 金 博士へ 対して、 約束のと 

おり、 第 四 回目の 日記 を 送る ことにな つた。 次に 示す 

の は、 その 日記の うつしで ある。 

三十 X 年 八月 八日 室内 温度、 湿度、 照明 度す ベ 

て 異状な し 配給 も 正確な り 

本日 は、 地下 千メ — トル を 征服し、 現在 われわれの 

棲んで いる この 極楽 地 下 街 建設の 満三 ケ 年の 記念日で 



約束され たわけで ある。 先ず 盃 を あげて、 今日の 大 

勝利 を 祝って、 乾盃した いと 思います。 皆さん、 盃を 

…：- J 

ひさしぶ 

私 は、 久 振りに、 飲み 慣れない 酒に 酔って しまって、 

お ま 

それから 以後の こと を、 よく 覚えて いない。 
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それから また 十 年た つた 



第五 回目の 日記で ある。 

四十 X 年 八月 八日 

しの 

目が 覚める と、 今日は 何 をして 退屈 を 凌ごう かなと 

それが まず 気に かかる。 

極楽 生活 は、 飲食に も 困らない し、 着る もの も 充分 

がいてき 

だし、 外敵の 侵入の 心配 もな し、 すべて 充分 だらけで 

あるが、 只 一 つ 困った ことに は、 来る日 来る日の 退屈 

を どうして 凌ぐ か、 これに 悩まされる。 

きちじつ ふ と 

ところが 今朝 は 如何なる 吉日 か、 私 は 不図 四十 年 前 

に、 金 博士から 聞いた 疑問の 民族の 名 を 思い出し たの 

であった。 



それから また 十 年た つた。 五十 X 年 八月 八日と なつ 

た。 この 日の 日記 は、 従来の 慣例 を 破って、 遂に 金 博 

ちと 

土の 許へ 届けられなかった。 その わけ は、 政府が 突然、 

つうしんと ぜ つ 

全国的に、 通信 杜絶 を 号令した からで ある。 

その 理由 は？ 

その 理由 は、 その ときには 何の こと だか、 全く 分ら 



六十 X 年 八月 八日 最小限 生活に 追い こまれ あり、 

ほか おさ 

食慾 ことの 外 興奮して、 治める のに 困難 を 感ず、 

非常時 ゆえ、 仕方な けれど …… 。 

前夜から、 われわれ は、 リュックサック を 肩に 負い、 

必死で、 縦^ 戸 を 登攀しつつ あるので あるが、 老人で 

ある 私に は、 腕の 力 も 腰の 力 も 弱くて、 一向 はかが い 

かない。 一時間 も かかって、 やっと 五メ— トル 登る の 



それから 十 年の ち、 すなわち 七十 X 年 八月 八日、 私 

力 わ 

は 日記 を 書く 代りに、 金 博士に 対して 次の ような 手紙 

を 書いた のだった。 

炯眼なる 金 先生 足下。 まず 何よりも、 先生の 御 予言 

てきちゅう か 

が 遂に 適 中した こと を 御 報告し、 且つ 驚嘆す る もの 

です。 

金 先生 足下。 ピ ボスコ ラ 族に は、 遂に 昨日 面接し ま 

した。 それ は 全く 唐突の ことで ありました。 

私は洪 青年と、 長距離 鑿 岩 車に のって、 十 年 ほど 前 

ちちゅう-ほう-ろう- 

から、 地中 放浪の 旅に のぼり ましたが、 昨日の 昼頃、 



車 を 停めて しばし 休憩 をして いますと、 ふしぎに も、 

地中の どこかで、 ど すんど すん と 地 響が する では あり 

ません か。 私たち はお どろいて、 顔の 色 を かえました _ 

私 は、 遂に 敵の 地底 戦車に とり 囲まれた の だと 悲観 

しました のに 対し、 洪 青年 は、 こんなと ころに 地底 戦 

車隊 がいる と は 思えない と 主張して ゆずらず、 その 

あげく かんぜん 

揚句、 遂に 洪 青年の 意に 従って、 われわれ は 敢然、 鑿 

岩 車 を 駆って、 怪 音の する 地点に 向け、 最後の 突撃 を 

試みました。 

やがて、 一 段と 大きく 岩の 崩れる 音と ともに、 われ 

われ は 思い も かけない 明るい 部屋の 中に 突入した ので 



す。 私は愕 きの 目 をみ はりました。 そこ は 大きな 

洞窟で、 猿と も 人と もっかぬ ふしぎな 動物が 居合わせ 

ました。 しかし その 動物 は 別に われわれに 危害 を 加え 

る 様子はありませんでした。 

か ぜんせい こだいご 

私の 予 ねて 勉強して おいた 前世 古代語が 役に た つ て 

嬉しい ことでした。 彼等 は 自ら、 これが ピポ スコラ 

族で ある こと を 申立てました。 彼等 は 二十 万年 前に、 

ち ぐ 

地中へ 潜った と 申して 居りました。 その 当時 は、 地上 

きようり ゆう ちう い 

や 空に は 恐 竜な どの 恐ろしく 大きな 動物が 猛威 を ふ 

おお もぐら 

るい、 地底 深く には大 土竜 (それが 退化して 今日 残つ 

ている のが 例の もぐら もちです) に 攻めた てられ、 遂 
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